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今月のことばは、真宗大谷派僧侶で仏教思

想家の曽我量 深師（1875～1971）が述べ
そ が りょうじん

られたものです。

南無阿弥陀仏のお念仏をいただいていくと

いうことは、自分が自分と対話することであ

り、それは阿弥陀さまの願い（本願）を受け

とめていくことであるといわれていると考え

られます。その願いとは、仏になりようのな

い私を必ず仏にさせるはたらきを南無阿弥陀

仏に込めるから、この願いを信じ我が名を称
とな

えよ、と誓われる願いです。

自分が自分に対話するということは、阿弥

陀さまからたまわる信心によって救われる私

のすがたを知らされることが、ここでいわれ

る対話ではないかと思います。また、この阿

弥陀さまの願いを聞かせていただくとき、聞

かせていただくそのままが、その願いを信じ

るすがた、すなわちたまわる信心と受けとめ

られているか、という自分への問いが、自分

に対話するということでしょう。さらに、私

を救うという阿弥陀さまの力・はたらきは、

私のためにかけられたものだと受けとめられ

ているか、ということも同時に、自分に対話

することであると考えられます。

阿弥陀さまに願われ、その救いのはたらき

のなかで照らされたわが身と，常に聞かせて

いただきながら、自らのなかで対話をし日々

を暮らしていく生き方こそ、念仏の「道」を

歩むということでしょう。

お念仏の教えを自分のこととして常に耳を

傾けていく、そのことが自分が自分に対話す

る道を生きることに通じるのではないかと思

います。（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

今月法語カレンダーのことば

お念仏というのは つまり自分が 自分に対話する道
ねんぶつ じ ぶん じ ぶん たい わ みち

▲ 当山のソメイヨシノ、ずいぶん早く見ごろを迎えました（４月５日撮影）
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見
る
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び
に
鬱
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し
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分
に
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り
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す
。

そ
ん
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中

、
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朝

（
八
日
）
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
あ
さ
チ
ャ

ン
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ピ
ン
ク
ム
ー
ン
」
と
い
う

言
葉
を
聞
き
ま
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た
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四
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満
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ク
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い
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。
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ら
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た
▼
今
年
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ピ
ン
ク
ム
ー
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ー
パ
ー
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ー
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あ
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ら

し
く
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れ
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が
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と
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ら
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九
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ま
い
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し
た
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坊
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昨
日
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月
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見
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？
」

と
尋
ね
ま
し
た
。
見
な
か
っ
た
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う
で
す
が
、
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
で

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
よ
う
で

す
▼
帰
っ
て
き
た
言
葉
は
「
見
ご

ろ
は
昨
日
、
満
月
は
今
日
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
今
日
は
夜
更
か

し
し
て
お
月
さ
ん
を
見
よ
う
か
な
、

と
思
い
ま
し
た
が
、
問
題
は
睡
魔

に
勝
て
る
か
。
午
後
九
時
過
ぎ
の

就
寝
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
心
配
で
す
。
花
鳥
風
月
を
愛
で

て
鬱
々
と
し
た
気
分
を
晴
ら
し
た

い
の
で
す
が
、
隣
保
班
の
桜
の
花

見
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
で
も
威
力
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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今月は仏事休みの予定はありま
せん。

▲ 枝垂れ桃（鶴井光義氏贈呈）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

４月８日現在アクセス数１０１，４２７人

住
職
ひ
と
り
ご
と

一

日

甲
斐
加
代
様

礼
参
り

藤
田
富
江
様

二
十
五
回
忌

釋
依
章

十
七
回
忌

渡
邊
國
雄
様

通
夜

釋
善
章
祥
月

二

日

渡
邊
國
雄
様

葬
儀

渡
邊
敏
光
様

通
夜

金
光
寺
六
世
釋
超
三
祥
月

三

日

渡
邊
國
雄
様

礼
参
り

渡
邊
敏
光
様

葬
儀

四

日

藤
田

翠
様

三
・
七
日
忌

渡
邊
敏
光
様

礼
参
り

仏
教
婦
人
会
役
員
会

宮
崎
教
区
常
備
会

五

日

松
岡

猛
様

五
・
七
日
忌

橋
本

磨
様

十
三
回
忌

六

日

金
光
寺
開
基
釋
了
正
祥
月

八

日

飯
干
ふ
み
様

十
七
回
忌

十
一
日

藤
田

翠
様

四
・
七
日
忌

内
陣
床
工
事
（
十
六
日
ま
で
）

十
三
日

渡
邊
敏
光
様

二
・
七
日
忌

渡
邊
國
雄
様

二
・
七
日
忌

松
岡

猛
様

中
陰
・
納
骨
法
要

十
四
日

杉
村

惠
様

三
回
忌

十
七
日

成
松

忠
様

十
三
回
忌

森
田
厚
美
様

十
七
回
忌

十
八
日

藤
田

翠
様

五
・
七
日
忌

金
光
寺
第
十
五
世
釋
依
章
祥
月

二
十
日

渡
邊
敏
光
様

三
・
七
日
忌

渡
邊
國
雄
様

三
・
七
日
忌

春
季
彼
岸
会
法
要

二
十
二
日

花
田
ス
ゞ
子
様

三
回
忌

二
十
三
日

宮
崎
教
区
常
備
会

金
光
寺
第
七
世
釋
月
詮
祥
月

二
十
五
日

藤
田

翠
様

六
・
七
日
忌

吉
村
ア
キ
ノ
様

一
周
忌

松
岡
史
晃
様

月
忌
参
り

二
十
六
日

金
光
寺
第
十
三
世
遵
導
祥
月

二
十
七
日

渡
邊
敏
光
様

四
・
七
日
忌

渡
邊
國
雄
様

四
・
七
日
忌

甲
斐
春
喜
様

三
回
忌

二
十
八
日

金
光
寺
寺
族
釋
尼
妙
真
祥
月

二
十
九
日

吉
村
拓
也
様

三
回
忌

吉
村
ハ
ル
子
様

七
回
忌

吉
村
静
雄
様

五
十
回
忌

三
十
日

寺
岡
秋
子
様

七
回
忌

本
堂
後
門
床
工
事

三
十
一
日

藤
本
福
敏
様

満
中
陰
・
納
骨

藤
本
盛
松
様

五
十
回
忌

後
門
床
工
事

黒
木
ケ
サ
ヨ
様

通
夜

金
光
寺
の
ひ
と
月

３月、次の金光寺門信徒の方がご
往生なさいました。謹んでお悔やみ
申し上げます。
２０２０年 ３月３１日 満９２歳

波帰下 黒 木 ケサヨ 様


